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会　報会　報会　報会　報
平
成
26
年
度
　
日
公
連
全
国
大
会
開
催

会　長 吉田�　筑三
博多区 力武�　暁　
糟　屋 恵良�　周司
朝　倉 坂本�　忠徳
八　幡 村尾�　稔　
直　方 田代�　一久
鞍　手 森田�　茂男
大牟田 治久丸�英文
小郡三井 長野�　和夫
門　司 河﨑�　久枝
行橋京都 宇佐見�正孚
事務局長 稲田�　瑞穂

全国大会参加者
　

吉
田
会
長
を
先
頭
に
、
朝
9
時
第

一
衆
議
院
会
館
に
到
着
し
た
。
私
た

ち
は
、
二
通
の
要
望
書
を
持
参
し

た
。
支
部
の
代
表
が
先
頭
に
立
ち
、

会
員
の
苦
境
を
訴
え
た
。
要
望
の

一
つ
は
、
年
金
・
医
療
・
介
護
の

問
題
で
あ
る
。
年
金
生
活
者
の
立

場
に
立
っ
て
、
安
心
で
き
る
社
会

保
障
制
度
に
す
べ
き
で
あ
り
、
若

い
世
代
ま
で
引
き
継
が
れ
る
こ
と
。

も
う
一
つ
の
要
望
は
、
年
金
は
も

う
こ
れ
以
上
の
減
額
を
行
わ
な
い

国会議事堂前

こ
と
。
そ
の
他
、
退
公
連
の
会
員

が
困
っ
て
い
る
現
状
等
を
訴
え
た
。

1
時
間
30
分
の
陳
情
活
動
を
終
え
、

国
会
議
事
堂
、
議
長
室
等
を
見
学

し
た
。

　

平
成
26
年
度
全
国
大
会
の
会
場

に
は
、
４
本
の
垂
れ
幕
が
下
が
っ
て

い
た
。
千
名
余
の
会
員
と
２
５
０
名

の
国
会
議
員
の
参
加
で
熱
気
に
溢

れ
た
。
福
島
、
岐
阜
、
山
形
、
沖
縄

は
、
組
織
拡
大
の
表
彰
を
受
け
た
。

38
年
間
連
続
し
て
組
織
拡
大
を
達

成
し
た
愛
知
に
は
大
き
な
拍
手
が

起
き
た
。
最
後
に
全
員
で
「
故
郷
」

を
声
高
ら
か
に
歌
い
閉
会
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
日
公
連
33
万
人

の
組
織
力
の
誇
り
、
社
会
を
変
革

す
る
情
熱
、
地
域
に
奉
仕
す
る
使

命
、
会
員
を
支
え
る
連
帯
意
識
を

強
く
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
大
会
で

あ
っ
た
。

平
成
26
年
度
　
評
議
員
会

平
成
26
年
度
　
研
修
会

　

平
成
26
年
度
評
議
員
会
が
6
月
6

日
（
金
）、
福
岡
天
神
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

評
議
員
会
で
は
、
平
成
26
年
度
事

業
、
行
事
報
告
、
決
算
案
等
が
審
議

さ
れ
、
全
て
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
3
日
（
木
）、
福
岡
天
神
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
各
支
部
か
ら
70
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
か
ら
年
金
等
学
習
会
か

ら
、
研
修
会
に
名
称
を
変
更
。
退
公

連
会
員
が
同
じ
方
向
を
向
く
た
め
に

も
、
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
各
支

部
内
で
も
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

水落講師による研修会の様子

平成26年度
日公連九州地区連絡協議会

　

6
月
12
日（
木
）、13
日（
金
）の
２
日
間
、

佐
賀
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い

て
、
日
公
連
九
州
地
区
連
絡
協
議
会
が
行

わ
れ
、
福
岡
県
退
公
連
か
ら
は
、
吉
田
会

長
と
稲
田
事
務
局
長
が
出
席
し
、
活
動
状

況
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
日
公
連
理
事
・
専
門
員
の
鈴
木

日
出
男
氏
を
迎
え
「
超
高
齢
社
会
の
年
金

制
度
と
日
公
連
・
退
公
連
の
対
応
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

場
所
・
日
比
谷
公
会
堂
／
開
催
日
・
10
月
24
日（
金
）
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本
支
部
は
、
福

岡
県
の
南
部
に
あ

り
、
一
級
河
川
の

筑
後
川
の
流
れ
が

有
明
海
に
注
ぐ
筑

後
平
野
に
位
置
す
る
。

　

会
員
の
高
齢
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
行
事

を
し
て
も
参
加
者
は
限
ら
れ
て
く
る
。
私

も
退
職
し
て
10
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
こ

の
10
年
の
間
に
随
分
変
わ
っ
て
き
た
と
思

う
。
予
算
も
あ
っ
た
し
、
参
加
者
も
多
か

っ
た
。

　

現
在
、
支
部
の
活
動
と
し
て
は
、
年
1

回
の
総
会
と
日
帰
り
旅
行
を
し
て
い
る
。

一
昨
年
の
日
帰
り
旅
行
で
は
、
大
牟
田
の

万
田
坑
、旧
三
井
港
倶
楽
部
を
見
学
し
た
。

昨
年
は
佐
賀
の
浜
玉
町
へ
行
き
、
途
中
で

村
田
英
雄
記
念
館
を
見
学
し
た
。
今
年
は

玉
名
温
泉
と
田
原
坂
の
記
念
館
を
見
学
す

る
予
定
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

　

6
月
14
日
（
土
）
に
は
総
会
を
行
い
15

名
が
参
加
し
た
。
そ
の
後
、
退
職
公
務
員

連
盟
の
顧
問
で
あ
る
水
落
常
人
先
生
に
年

金
制
度
の
経
緯
や
相
続
と
相
続
税
の
こ

と
、
確
定
申
告
の
大
切
さ
や
、
遺
言
書
の

書
き
方
と
多
岐
に
わ
た
り
ご
指
導
い
た
だ

き
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

　

黒
木
班
は
会
員

数
30
名
、
班
長
（
八

女
支
部
長
を
兼

任
）、
副
班
長
、
7

名
の
世
話
人
が
い

て
、
年
度
末
に
世
話
人
会
、
年
度
は
じ
め

に
総
会
を
実
施
し
て
い
る
。
黒
木
班
の

モ
ッ
ト
ー
は
「
会
員
相
互
の
声
か
け
」
で
、

今
は
し
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
。

　

退
公
連
の
新
聞
配
り
で
、
あ
る
一
人
暮

ら
し
の
会
員
を
訪
ね
た
時
の
こ
と
で
あ

る
。
夕
暮
れ
の
あ
る
日
、
激
し
く
口
論
す

る
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
日
頃
は
温
和
な

小
郡
三
井
支
部

�
中
垣
　
貴
和
子

新
女
性
部
長
紹
介

　

小
郡
三
井
支
部
の
女
性
は
約
50
名
で
、
そ

の
中
で
90
歳
以
上
は
3
名
、
80
歳
以
上
は
22

名
で
す
。
春
、
秋
の
年
2
回
会
合
を
開
き
、

地
域
と
の
関
わ
り
方
を
話
し
合
い
ま
す
。

女
性
で
あ
り
、
た
だ
事
で
は
な
い
と
思
っ

て
、
玄
関
を
開
け
「
ど
う
か
さ
れ
た
の
で

す
か
？
」
と
尋
ね
た
。
そ
こ
に
は
、
30
代

後
半
く
ら
い
の
小
太
り
の
男
が
い
た
が
、

近
所
で
は
見
か
け
な
い
顔
だ
っ
た
。
地
下

水
用
ポ
ン
プ
の
修
理
代
請
求
の
件
で
あ

っ
た
。
女
性
会
員
は
「
工
事
は
依
頼
し
て

い
な
い
の
に
」
と
強
い
口
調
で
訴
え
、
私

に
助
け
を
求
め
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

私
は
直
感
で
「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
詐
欺
で

は
？
」
と
感
じ
、
事
情
を
確
か
め
て
み
る

こ
と
に
し
た
。
女
性
会
員
と
一
緒
に
ポ
ン

プ
を
調
べ
た
が
、
ポ
ン
プ
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
ま
わ
り
も
工
事
を
し
た
よ
う
な
形

跡
は
全
く
な
か
っ
た
。
急
い
で
玄
関
に
戻

り
、
小
太
り
の
男
に
確
か
め
よ
う
と
し

た
ら
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
急
い
で
立
ち
去

っ
て
行
っ
た
。
あ
ま
り
に
も
急
な
ト
ラ

ブ
ル
で
私
も
動
転
し
て
お
り
、
車
の
ナ

ン
バ
ー
を
見
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
悔
や
ま
れ
て
な
ら
な
い
が
、

こ
の
時
ほ
ど
「
会

員
相
互
の
声
か

け
」
の
大
切
さ

を
実
感
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。

き
た
。　

　

続
い
て
、
同
じ
会
員
の
元
中
学
校
の
体

育
の
先
生
を
講
師
に
、
き
よ
し
の
ズ
ン
ド

コ
節
や
、
青
い
山
脈
の
歌
声
に
合
わ
せ
て

手
足
を
動
か
し
て
体
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
転

倒
予
防
の
運
動
を
し
た
り
し
て
、
仲
良
く

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時
を
過
ご

し
た
。
ま
た
年
度
変
わ
り
の
時
に
は
、
昼

食
を
と
も
に
し
て
親
睦
を
深
め
て
い
る
。

　

今
後
は
退
職
し
た
人
が
気
持
ち
よ
く
会

員
に
な
れ
る
よ
う
な
魅
力
を
ど
う
高
め
て

い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

　

先
輩
の
皆
さ
ん
が
誇
り
を
持
っ
て
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
念
が

わ
く
。
そ
れ
が
あ
る
か
ら
困
難
な
中
に
も

女
性
部
長
の
役
を
受
け
活
動
し
て
い
る
。

※
片
山
輝
行
氏
の
人
を
ひ
き
つ
け
る
力
、

気
く
ば
り
、
心
く
ば
り
、
実
践
力
等
に

感
服
。
ガ
ン
と
の
闘
い
、
闘
病
生
活
の

身
に
あ
り
な
が
ら
、
よ
く
退
公
連
の
た

め
に
尽
く
し
て
く
れ
ま
す
。

八
女
支
部
長
（
兼
黒
木
班
班
長
）

�

樋
口　

順
一
郎

八
女
支
部  

黒
木
班
の
み
な
さ
ん

《女性部活動紹介》魅力ある活動で会員増
三潴大川支部 女性部長　坂井　保子

総会の様子

「会員相互の声かけ」を大事に!!《支部活動紹介》 八女支部 黒木班副班長
片山　輝行
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大
牟
田
支
部 

支
部
長
　
永
井
　
暢
一

組
織
確
立
の
取
り
組
み

　

6
月
25
日
の
退
職
公
務
員
新

聞
の
コ
ラ
ム
「
退
公
連
ノ
ー
ト
」

を
見
る
と
、
次
の
よ
う
な
記
事

が
あ
っ
た
。

　

4
月
は
じ
め
日
公
連
組
織
委

員
会
で
の
発
言
。「
会
員
増
の
決
め
手
は
、
本
気
に
な
っ

て
や
る
か
ど
う
か
だ
」
期
せ
ず
し
て
37
年
間
会
員
増
の

愛
知
県
と
、
昨
年
会
員
増
達
成
の
山
形
県
の
委
員
の
発

言
ゆ
え
重
み
が
あ
る
。
記
事
で
は
、
愛
知
県
と
山
形
県

の
組
織
拡
大
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
簡
潔
に
、
し
か
も

分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
、
大
変
努
力
さ
れ
て
い
る
様

子
が
よ
く
分
か
っ
た
。
お
お
い
に
参
考
に
な
る
内
容
で

あ
っ
た
。

　

さ
て
、
わ
が
大
牟
田
支
部
も
僅
か
で
あ
る
が
、
毎
年

会
員
増
で
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
特
に
「
組
織
拡
大
」

に
力
を
入
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。む
し
ろ「
組
織
確
立
」

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

次
に
組
織
拡
大
に
繋
が
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、

支
部
の
主
な
取
り
組
み
を
3
点
ほ
ど
紹
介
す
る
。

　

1
校
長
・
教
頭
は
全
員
退
公
連
の
準
会
員
に
加
入
さ

せ
、
退
公
連
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
る
。
日

頃
か
ら
支
部
役
員
と
交
流
す
る
。
年
度
は
じ
め
の
4
月

の
校
長
会
・
教
頭
会
で
、
支
部
長
が
退
公
連
の
活
動
状

況
を
説
明
す
る
。
準
会
員
会
費
年
５
０
０
円
徴
収
。

　

2
本
市
の
文
化
会
館
に
お
い
て
、
毎
年
9
月
敬
老
表

彰
式
を
す
る
。
そ
こ
で
支
部
独
自
に
卒
寿
90
歳
、
傘
寿

80
歳
の
会
員
を
表
彰
し
、
寿
詞
、
清
酒
、
図
書
カ
ー
ド

を
贈
呈
し
、
会
員
一
同
で
祝
福
す
る
。

　

3
班
長
が
退
公
連
新
聞
を
班
員
宅
に
届
け
る
際
に
、

班
員
の
近
況
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
支
部
役
員
に
通
知
す

る
。
役
員
会
で
対
応
す
る
。
班
長
は
班
員
が
総
会
・
懇

親
会
に
参
加
す
る
よ
う
極
力
勧
め
る
。
そ
の
他
、
退
職

者
で
退
公
連
未
加
入
者
が
班
内
に
い
た
ら
加
入
を
勧
め

る
。
加
入
困
難
な
場
合
は
役
員
で
対
策
を
検
討
す
る
。

　

以
上
の
様
に
し
て
、
班
長
を
中
心
に
退
公
連
の
会
員

と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
立
派
に
組
織

は
確
立
で
き
る
と
思
う
。

飯
塚
支
部 

支
部
長
　
吉
松
　
利
文

会
員
増
へ
向
け
て
の
試
行
錯
誤

　

去
る
7
月
3
日
（
木
）、「
県
連

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
会
員

増
で
表
彰
さ
れ
た
3
支
部
が
経

緯
を
述
べ
ま
し
た
。
以
下
は
飯

塚
支
部
の
内
容
を
文
章
化
し
た

も
の
で
す
。

1
現
状

　

87
名
の
小
規
模
支
部
で
す
。
昨
年
度
か
ら
物
故
者
4

名
、
施
設
へ
の
入
居
者
1
名
の
減
で
す
。
幸
い
退
会
者

は
0
名
で
す
。

2
対
策
と
活
動

　
（
イ
）
2
種
類
の
プ
リ
ン
ト
（
用
紙
）
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
①
「
退
公
連
加
入
届
」
を
各
種
同
窓
会
、
自

治
会
イ
ベ
ン
ト
等
々
に
日
常
的
に
携
行
し
て
い
ま
す
。

支
部
総
会
で
は
参
加
者
全
員
に
配
布
し
て
、
お
一
人
お

一
人
に
会
員
増
へ
向
け
て
動
い
て
頂
く
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。
②
「
会
費
納
入
願
」、
班
長
さ
ん
が
1
名

他
界
さ
れ
後
任
の
選
出
で
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
現
状
を
述
べ
た
私
文
書
的
な
②
を
捺
印
し

て
送
付
し
ま
し
た
。
ご
理
解
を
い
た
だ
き
成
功
し
ま
し

た
。

　
（
ロ
）
賀
寿
表
彰
の
方
々
へ
県
連
よ
り
の
表
彰
状
・

記
念
品
と
支
部
よ
り
の
金
一
封
を
訪
問
し
て
贈
呈
し

て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
の
連
帯

感
が
醸
成
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
（
ハ
）
校
長
会
の
協
力
を
得
て
、
3
月
末
に
役
員
数

名
と
退
職
事
務
の
引
き
継
ぎ
中
に
訪
問
し
て
、
快
く

4
名
の
加
入
届
を
頂
き
ま
し
た
。

3
原
点
に
立
ち
返
る
（
心
の
支
え
）

　
“
わ
れ
ら
の
信
条
”（
理
想
的
な
日
本
公
務
員
制
度
の

確
立
）
―
現
職
（
後
輩
）
の
方
々
の
不
安
・
動
揺
は
想

像
以
上
で
す
。公
務
員
は
国
家
の
血
液
で
あ
り
礎
で
す
。

理
想
的
な
公
務
員
制
度
の
確
立
は
退
公
連
活
動
な
く
し

て
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
そ
う
思
う
時
、元
気
が
出
ま
す
。

　

各
支
部
と
も
大
変
な
ご
努
力
を
な
さ
っ
て
い
る
と

存
じ
ま
す
。
今
後
も
県
本
部
の
ご
指
導
の
も
と
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

組
織
拡
充

　

我
が
支
部
は
会
員
の
大
半
が
教
職
員
退
職
者
だ
。

現
職
の
頃
は
何
か
と
繋
が
り
が
深
く
、
先
輩
後
輩
と

し
て
の
関
係
で
あ
っ
た
り
し
た
が
、
退
職
し
時
間
の

経
過
と
と
も
に
縁
が
薄
れ
、
繋
が
り
も
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
勧
誘
す
る
に
は
現
職
時
代
の

親
し
い
関
係
（
同
じ
職
場
だ
っ
た
等
）
を
伝
手
に
お

願
い
し
て
入
会
を
勧
め
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
入
会

者
で
「
退
公
連
の
意
味
」
を
理
解
し
て
入
会
す
る
と

い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
得
な
い
（
義
理
で
、
自

分
も
そ
う
だ
っ
た
）。

　

昨
年
度
、
雪
崩
現
象
的
に
会
員
が
減
少
し
た
。
原

因
は
定
か
で
な
い
が
、
考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、

世
話
人
（
女
性
事
務
局
長
）
が
交
代
し
た
の
を
機
に

退
会
、
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ
た
（
年
金
制
度
の
一

元
化
＝
改
悪
）、
会
費
が
惜
し
い
、
高
齢
化
、
病
気
の

た
め
等
々
が
考
え
ら
れ
る
。

　

今
回
の
よ
う
な
大
幅
な
減
少
は
過
去
に
も
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
れ
は
、
校
区
ぐ
る
み
の
退
会
と
い
う
形
で
表

れ
た
。
一
人
の
発
言
力
（
有
力
な
）
の
あ
る
会
員
の
軽

は
ず
み
な
発
言
・
行
動
が
、
消
極
的
な
会
員
の
思
い
を

さ
ら
に
後
ろ
向
き
に
さ
せ
、
雪
崩
現
象
的
に
脱
退
と
い

う
形
で
表
れ
て
当
時
の
会
員
が
半
減
し
た
と
い
う
。
今

回
の
退
会
は
そ
れ
と
は
若
干
意
味
は
異
な
る
が
、
た
だ

漫
然
と
年
会
費
（
千
円
～
2
千
円
）
を
払
っ
て
い
る
の

が
「
捨
て
銭
」“
ば
か
ら
し
い
”
と
思
え
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
二
度
と
起
こ
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
の
会
員
同
士
の
横
の
繋
が
り
や

連
携
と
学
習
が
必
要
と
感
じ
た
。

　

現
在
、
我
が
支
部
で
は
年
間
活
動
と
し
て
は
4
月

～
5
月
に
定
期
総
会
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、

退
公
連
の
意
義
を
確
認
し
た
り
日
公
連
活
動
等
の
報

告
を
し
て
、
組
織
の
存
在
が
現
在
の
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
て
い
て
、
連
帯
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
て
い

る
（
数
年
前
か
ら
）。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
、
会
食
会
を
取
り
入

れ
た
り
医
療
関
係
の
保
険
会
社
の
説
明
等
を
加
え

な
が
ら
工
夫
を
し
て
い
る
が
、
参
加
者
は
少
数
で

あ
ま
り
盛
り
上
が
り
は
な
い
（
役
員
と
数
名
の
会

員
の
み
）。
そ
の
他
、
年
間
数
回
の
役
員
会
を
実
施

し
、会
の
運
営
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
（
最
近
、

会
計
監
査
と
活
動
費
支
給
に
つ
い
て
協
議
す
る
）。

　

平
成
25
年
度
よ
り
支
部
独
自
の
会
報
を
年
2
回

発
行
し
て
い
る
。
県
連
の
2
回
発
行
と
ダ
ブ
ら
な
い

よ
う
に
配
慮
し
「
会
長
の
あ
い
さ
つ
・
年
金
や
福
祉

関
係
の
近
況
（
新
聞
記
事
等
よ
り
の
抜
粋
）・
会
員

同
士
の
情
報
交
換
・
会
員
の
作
品
紹
介
等
」
を
記

載
し
て
い
る
。
今
後
は
、も
っ
と
内
容
の
工
夫
を
し
、

会
報
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
繋
が
り
を
強
め
て
い

き
た
い
。

　

今
後
は
、
親
睦
の
た
め
の
小
旅
行
等
を
計
画
実

施
し
“
先
ず
お
互
い
を
知
る
”
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
地
道
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
退
職
教
職
員
に
は
「
退
職
教
員

組
合
」
や
「
退
職
互
助
会
」
の
組
織
が
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
組
織
構
成
や
活
動
内
容
・
意
義
は
異
な
る
が
会

費
が
か
さ
む
悩
み
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
我
が
退

公
連
に
加
入
す
る
ネ
ッ
ク
・
障
害
に
な
っ
て
い
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。
要
は「
魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
」

を
ど
う
す
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
今
年
度
、

役
員
の
顔
ぶ
れ
も
変
わ
っ
た
の
で
、
先
輩
の
方
々

の
知
恵
を
拝
借
し
て
前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

苦
悩
す
る
支
部
運
営

小
郡
三
井
支
部 

支
部
長
　
帆
足
　
徳
男

全
国
研
修
会
提
出
レ
ポ
ー
ト
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平成26年度 全国大会に参加して日本退職公務員連盟

　

2
年
ぶ
り
の
東
京
。
羽
田
に
降
り

立
っ
た
と
き
は
小
雨
で
、
気
温
14
度
。

少
し
肌
寒
か
っ
た
。
東
京
在
住
の
娘

に
会
い
た
か
っ
た
が
我
慢
し
た
。
幸

運
な
こ
と
に
、
宿
泊
先
の
「
ふ
く
お

か
会
館
」
前
で
皇
太
子
殿
下
の
乗
ら

れ
た
車
と
遭
遇
し
、
お
顔
を
拝
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
夜
は
懇
親
会
。

鳩
山
邦
夫
議
員
を
は
じ
め
、
福
岡
県

選
出
の
国
会
議
員
諸
氏
と
名
刺
交
換
。

楽
し
か
っ
た
。

　

翌
日
は
、
国
会
議
員
会
館
へ
向
け

て
、
皆
で
歩
い
て
行
く
。
麻
生
太
郎

議
員
の
部
屋
の
壁
に
大
久
保
利
通
公

の
大
き
な
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
の

に
は
、
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
。
陳
情
も

無
事
終
わ
り
、
そ
の
後
は
国
会
議
事

堂
の
見
学
。
豪
華
で
威
厳
が
あ
り
、

少
し
圧
倒
さ
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。
午

後
は
全
国
大
会
へ
参
加
。
来
賓
の
伊

吹
文
明
衆
議
院
議
長
の
あ
い
さ
つ
は

秀
逸
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
東

京
行
き
で
最
大
の
収
穫
は
秋
山
弘
子

氏
の
講
演
。
今
後
の
自
分
の
生
き
方

を
考
え
る
上
で
多
く
の
示
唆
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
結
び
に
、
お
世
話

い
た
だ
い
た
吉
田
会
長
と
稲
田
事
務

局
長
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

10
月
23
日
（
木
）
16
時
、
福
岡
県
退

公
連
各
支
部
代
表
役
員
12
名
が
「
ふ
く

お
か
会
館
」
に
集
合
。
情
報
交
換
会
で

は
、
鳩
山
邦
夫
議
員
と
歓
談
が
で
き
て

良
か
っ
た
。

　

10
月
24
日
（
金
）
9
時
、
国
会
議
員

会
館
へ
行
き
陳
情
書
を
渡
し
、
重
ね
て

要
望
の
主
旨
徹
底
を
お
願
い
し
た
。
議

員
や
秘
書
の
方
々
は
、
誠
実
に
対
応
し

て
く
だ
さ
っ
て
大
変
心
強
く
感
じ
た
。

　

13
時
、
日
比
谷
公
会
堂
は
、
千
名
を

超
す
参
加
者
の
熱
気
で
満
ち
て
い
た
。

大
会
は
物
故
者
へ
の
黙
と
う
か
ら
始
ま

り
、日
公
連
の
歌
を
高
ら
か
に
歌
っ
た
。

歌
詞
の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。

次
々
と
多
く
の
国
会
議
員
が
拍
手
で
紹

介
さ
れ
、
熱
気
に
溢
れ
る
中
、
基
調
提

言
、
決
議
文
の
朗
読
、
記
念
講
演
と
進

行
し
、最
後
に
全
員
で
歌
っ
た
「
故
郷
」

は
心
に
ジ
ー
ン
と
く
る
も
の
が
あ
っ

た
。
2
日
間
を
通
し
て
退
公
連
の
存
在

の
偉
大
さ
を
実
感
し
、
こ
の
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
支
部
に
感
謝
し
な
が

ら
会
場
を
後
に
し
た
。

　

大
会
に
参
加
し
て
、
退
公
連
の
陳
情

の
妥
当
性
、
必
要
性
を
強
く
確
信
し
、

今
後
の
地
域
活
動
の
進
展
に
微
力
な
が

ら
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

　

す
ぐ
真
下
に
首
相
官
邸
の
玄
関
口
が

見
え
た
第
一
議
員
会
館
9
階
の
三
原
議

員
の
部
屋
へ
の
訪
問
を
皮
切
り
に
、
私

た
ち
代
表
団
は
議
員
会
館
内
の
福
岡
県

選
出
の
衆
議
院
議
員
の
部
屋
を
回
り
、

そ
れ
ぞ
れ
当
該
区
の
者
が
、
お
願
い
の

口
上
を
述
べ
直
接
要
望
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。
鳩
山
邦
夫
議
員
な
ど
数
人
の
議

員
の
他
は
秘
書
の
方
に
手
渡
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
ど
な
た
も
気
持
ち
よ

く
受
け
て
く
だ
さ
り
、
国
会
の
情
勢
や

年
金
問
題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

　

議
員
会
館
と
国
会
議
事
堂
と
は
地
下

道
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は

雲
一
つ
な
い
秋
晴
れ
の
中
、
国
会
議
事

堂
を
仰
ぎ
見
、
ま
た
そ
の
中
を
見
学
し

た
後
、
日
本
退
職
公
務
員
連
盟
の
全
国

大
会
会
場
で
あ
る
設
立
85
年
に
な
る
日

比
谷
公
会
堂
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
千
人
余
の

参
会
者
が
集
ま
っ
た
中
、
伊
吹
衆
議
院

議
長
や
海
江
田
議
員
を
は
じ
め
数
十
人

に
お
よ
ぶ
国
会
議
員
の
方
々
の
来
訪
を

受
け
て
開
催
さ
れ
、
力
強
い
基
調
提
案

と
決
議
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。
退

公
連
の
存
在
意
義
と
伝
統
を
改
め
て
強

く
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

八
幡
支
部

支
部
長
　
村
尾
　
稔

熱
気
に
溢
れ
る
全
国
大
会

　

日
公
連
全
国
大
会
に
出
席
し
、
併

せ
て
こ
の
機
会
に
国
会
議
員
会
館
ビ

ル
で
、
め
ぼ
し
い
国
会
議
員
の
部
屋

を
訪
ね
、
退
公
連
組
織
を
代
表
し
て

の
陳
情
を
し
た
。

　

こ
の
陳
情
は
全
員
で
隊
列
を
組
ん

で
行
っ
た
が
、
要
望
書
を
手
渡
す
も

の
は
交
替
で
分
担
し
た
。
そ
れ
は
無

作
為
の
割
り
振
り
で
は
な
く
、
各
国

会
議
員
の
選
挙
区
を
意
識
・
考
慮
し

て
分
担
さ
れ
、
私
は
糟
屋
区
の
住
民

と
し
て
福
岡
4
区
選
出
の
宮
内
秀
樹

議
員
（
自
由
民
主
党
）
に
接
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

事
前
説
明
の
場
で
、
当
日
の
服
装

は
背
広
ネ
ク
タ
イ
と
し
、
住
所
を
明

記
し
た
名
刺
を
必
ず
持
参
す
べ
き
で

あ
る
旨
の
話
が
あ
っ
た
。
退
公
連
と

い
う
歴
史
あ
る
組
織
の
代
表
か
ら
陳

情
を
受
け
、
名
刺
と
と
も
に
陳
情
書

を
手
渡
さ
れ
る
国
会
議
員
に
と
っ

て
、
自
分
が
選
出
さ
れ
た
地
域
名
が

印
刷
さ
れ
た
1
枚
の
名
刺
が
い
か
に

重
い
物
な
の
か
、
思
え
ば
そ
れ
は
極

め
て
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
陳

情
書
を
手
渡
し
、
私
は
こ
の
事
業
に

関
す
る
最
低
限
の
責
任
を
果
た
し
、

ホ
ッ
と
し
た
次
第
で
あ
る
。

糟
屋
支
部

支
部
長
　
恵
良
　
周
司

地
区
代
表
の
大
き
な
責
任

大
牟
田
支
部

　
事
務
局
次
長

　
　
治
久
丸
　
英
文

東
京
へ

門
司
支
部

　
　
河
﨑
　
久
枝

感
じ
た
こ
と
得
た
も
の


